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維持管理・環境管理専門委員会の活動

第37回 荒川太郎右衛門地区自然再生協議会

2014年8月29日
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１．活動報告

●第36回協議会(平成26年3月18日)で設立が承認された本委員会は、初回会議を5月22日に開催しました。（P3参

照）

・委員会の役割と設置細則、参加メンバーを確認し、互選により堂本委員長と川村副委員長を選任しました。

・今後の進め方の協議、今年度工事の立ち会い者の決定を行いました。

●昨年度のイベントで移植したハンノキ周辺の下草刈りを6月10日に実施しました。（P4参照）

●自然再生工事開始前の立ち会いを6月19日に実施しました。（P5参照）

第1回 平成26年5月22日 9:30～11:25

会議 自然再生工事開始前の立ち会い

平成26年6月19日 9:00～10:00

2

上尾市文化センター 移植ハンノキ周辺の下草刈り

平成26年6月10日 13:30～15:30



２．会議の開催結果

●5月22日に初回の会議を開催しました。

・第36回協議会(平成26年3月18日)で承認された委員会の役割と設置細則を確認しました。

・メンバー8名の参加を確認し、堂本委員長と川村副委員長を選任しました。

・今後の進め方について協議しました。

・今年度の工事立ち会い者は、昨年度と同じ堂本委員長・菅間委員としました。
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メンバー 委員長・副委員長

浅井 敬三

大森 秋郎

小川 早枝子

川島 秀男

川村 ヒサオ 副委員長

柴田 弘

菅間 宏子

堂本 泰章 委員長

• これまで管理目標WGで議論してきたことと、公園化も含めたよう
な土地管理の前提を変えるような話のいずれについても、基本から
考えることとする。太郎右衛門地区の取り組みは全国で初めてと
言っても良いので、オリジナルを考えるつもりで臨む。今年度は方
向性を定めるところまでを目標とする。

• 委員会では、「整備地」「地区全体」の両方を扱って協議会に提案
していく。

• エコロジカルネットワークについても組織体制の中で考慮する。
• 400ha全体を念頭に置いて理想を考えて、本田航空さんの協力や

農家の方の理解を得ていけるようにしたい。国交省以外の国の機関
や県・市・町は協議会には入っているので、各者にとってのメリッ
トを見いだして連携できるようにしたい。その方法を委員会で考え
る。

• 管理目標WGでの検討の流れを引き継いで、組織体制と資金確保方
策の検討を行っていく。企業協力については、事例を参考にしなが
ら可能性を検討していく。

メンバー表 今後の進め方

＊本委員会は公開での開催となっていますので、議事結果と使用した資料は荒川上流河川
事務所HPに掲載されています。詳しくはそちらをご覧下さい。



３．ハンノキ移植地の下草刈りの実施報告

①枯死した地上部の根元の状態 ②草刈りの実施状況

●昨年度のイベントで移植したハンノキ周辺の下草刈りを行いました。

・昨年度のイベントで移植したハンノキは子どもでも植えられるように小さなサイズのものとしましたが、寒い冬であったためにかなりの個

体の地上部が凍死してしまいました。

・しかし、地下部から新たな芽生えが出ていたため、これらを順調に生育させるために下草刈りが必要と判断して実施しました。

・作業は6月10日に実施しました。
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③根元周辺の調整状況

実施日時 ： 平成26年6月10日 13:30～15:30

参加者 ： 10名



４．自然再生工事開始前の立ち会い

●今年度の自然再生工事の開始前の立ち会いを行いました。結果は以下の通りです。

①上池のモトクロス場跡地Dにおける湿地再生（昨年度に掘り残した場所の掘削）

＜作業ヤード＞

・草刈りについては、鳥については対象地付近でオオヨシキリのさえずりが無いこと、繁殖期が終期になることから問題ない。巣や卵があっ

た場合は一時的に避けておくこと。カヤネズミは繁殖期の最盛期なので十分に注意すること。巣があった場合は一時的に避けておくこと。

・草刈り後にシートをかぶせ、作業後にシートを外す方針は良い。

・盛り土については、対象地に特に重要な植物が生育している様子はないので、問題ない。（クワがあるが、これは刈って良い）

＜仮置き場＞

・昨年、一昨年に使った場所なので問題ない。

②下池のハンノキ林再生

・進入路の草刈りは、外来種やクワは問題なく、できるだけこれらが繁茂する場所をすれ違い場所として利用して欲しい。

堤防付近のハンノキが分布する場所は、草刈りは良いが地形はなるべく変えないようにして欲しい。

・掘削箇所の草刈りは、今の時期だと鳥への影響が無いとは言い切れないので、６／３０の実施時に監視員をつけ、もし問題がありそうであ

れば次に予定する７／２は延期し、間をあけて実施して欲しい。予定地にあるオギは、なるべく残すようにして欲しい。

・仮置き場は原案の場所で問題ない。
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上池のモトクロス場跡
地Dにおける湿地再生
工事予定地

下池のハンノキ林再生
工事予定地

実施日時 ： 平成26年6月19日 9:00～10:00

立ち会い者： 堂本委員、菅間委員


